
























































































































































































（菜） 、あかき御うり（西瓜） 、あか物（鮭） 、あか御まな（鮭） 、あさくこ（朝ご飯） 、あしやり（浅蜊貝） 、あつ物（饂飩） 御あまつら（甘葛）
 、あまの（天野酒） 、御あゆ（鮎） 、御あらひよね
（洗米） 、ありのみ（梨） 、あわ 鮑） 、いほ（魚） 、いし（団子） 、
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御いしいし（団子） 、御いた（蒲鉾） 、御いちこ（苺） 、いとひき（筋子） 、いと（納豆） 、御いた（塩） 、いなか御たる（田舎酒） 、ゑい（魚） 、いなかくこん（田舎酒） 、御いも（芋） 、うすもの（お吸い物） 、御うり（瓜） 、人たう（温糟粥） 、御うちまき 米） 、大きな御まな 鯨 おほね（大根） 、をけ 酒） 、御つけ（味噌汁） 、をりの物 酒肴） 、をり御たる 濁酒） 、あふみ（近江瓜） 、かいのあは（鮑） 、かうの物（漬物） 、ゆき（鱈 かちん 餅） 、かへ（豆腐 御かし葉 柏 御かゆ 粥） 、からき物（大根） 、かきのかちん（柿餅） 、く御（飯） 、く御の御中（昼食） 、くく（茎） 、くこん（酒） 、御くま（供米） 、くも（蜘蛛蛸 くもし（酒） 、くもし（茎漬） 、御くり（栗） 、くろ御いた（岩塩） 、くこん（酒） 、御こうこ 漬物 こうは 海鼠腸） 、御せん（膳御こつけ（小漬け） 、 のこ 海鼠子） 、こひら（小鯛） 、 ふ（昆布） 、こもし（鯉） 、御こわくこ（飯） 、こんの物（酒肴） 、さか（酒浸り） 、御さかな（魚） 、さく（柘榴 ささい 栄螺 したため 飲食） 、しろ御うり 白瓜） 、しろささ（白酒） 、しろね（葱） 、しろ物（塩） 、御すすき（鱸） 、すもし 鮨 たけ（筍御たのむ（田の実） 、たも 鯛） 、たんは 丹波瓜） 、御とをし（通し） 、
 ちとり（鶏） 、御ちや（茶） 、御つつ（飲食） 、御てんし
む（点心） 、
 御とり（鳥） 、とりのこ（卵） 、なつめ（果実） 、な





いたこし（板輿） 、御いはゐ（位牌 いとまき（太刀） 、うすう（紙） 、御ゑ（絵） 、御あふき 扇 をさえ物 押え物 御かちやう（蚊帳） 、御くわひん（花瓶） 、
　
御かみ（紙） 、御くわん
やく（丸薬） 、御きん（琴） 、御くし 櫛 御くすり（薬 御くるま（車） 、御けん（剣） 、御かう（香 かうやく（膏薬） 、御こうはい 香灰） 、御かうふり 冠 かうふり 髻） 、御こゑ（小絵） 、御こかたな 小刀 こきいた 胡鬼板） 、御こさか月（小盃） 、御こしや 小笙） 、御こと（琴） 、御こもり（参籠） 、御こゆみ（小弓） 、御さ もく 材木） 、御さか月（盃 しま（島台） 、御しきろう（食籠） 、御しやう 笙 しやうこ（鉦鼓） 、御神く（神供） 、すきはら（紙） 、御すすり（硯） 、御す
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物） 、 うしろ（身体） 、御うしろの物（疾病 おこ 瘧） 、御かふれ（気触 ） 、きやうに（人力 きやもしに（華奢） 、御くし（髪） 、御け（気） 、けこ 人） 、御こし 腰） 、御しやり 舎利） 、しん（人力） 、御しん （辛気気 すか 姿 つふう（頭風） 、御ち 血） 、御つ （爪） 、御とう（頭 ぬるけ（熱病） 、御はなち（鼻血） 、御はう（腹）
 御ふく（不具） 、御みみ






教活動） 、御いとま（暇） 、御いま（今参り） 、う うき（一揆） 、おろしたる事（堕胎） 、御くわん（願） 、御くわんれゐ（還礼） 、御くわんちやう（潅頂） 、御きねん（祈念 きやくしゆ 逆修） 、御はい（拝む） 、御くやう（供養） 、くもしなる（還御） 、御けいこ（稽古） 、御けきやう（加行） 、御下きやう（下行） 、御けちくわん（結願） 、御か み 高名 こ 碁 こと（死去） 、御せよう（施与） 、御さいらく（在洛） 、御さかむかへ（坂迎え） 、御さしあひ 差合い） 、御さしむかゐ（差迎い 十と（十度飲み） 、御しゆかい（受戒） 、御しゆかい（酒毎） 、御しゆらい（修礼） 、しゆ うす 元修 しゆつけ 出家 せんほう（懴法） 、せうかう（焼香 せうそく 消息 せうふ（勝負） 、御ちきむ（直務） 、御たき火（焚火） 、御たち（蹴鞠） 、御たんき（談義） 、御たんしや 誕生 たんこう（談合） 、大こん（大九献事） 、御ちや（茶嗅ぎ） 、御つうや（夜通とうりう（逗留） 、御きやうとう 行道） 、とりあい（合戦） 、御にうくわん（入棺） 、御にうち（入寺 はなひら 懺法講御はらゑ（祓い） 、御はんしゆ（番衆） 、御ひけい（秘計） 、御ひやり事（恐怖） 、御ひはし（火柱 ふせ 布施 御仏事（仏
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御ありき（歩き いのり（祈り いわゐ 祝い うたたね（転寝） 、御うつり（移り） 、御ゑい（酔 ） 、御をかみ（拝み） 、おもし（折る） 、御きしん 寄進 きた 祷 きもつふし（驚愕） 、御きろく（記録） 、御くはり（配り） 、御けゐ
こ（警護） 、御けさん（見参） 、御けむ（減る） 、御けんふつ（見物） 、御こゑ（越え） 、御こしやう（故障） 、御さいほつ（再発） 、御さはり（障り） 、御さん（産む） 、御さんたゐ 参内 はいり（入る） 、御ことつけ（言付け） 、御しあん（思案） 、御しゆり（修理） 、御ちひき（地引） 、御しやく（酌する） 、御すすみ（進み） 、御そい（添い） 、御さうち（掃除する したくめ 認める） 、御しやうしん（精進） 、御つかひ（使い） 、御しつまり（鎮まり） 、御ことはしめ 事始め さう く 造作するんしゆ（断酒する） 、御つつしみ 慎み） 、御てんかう（点合） 、御て 伝授） 、御なくさめ 慰 なけし 長く押す） 、御しよさ（所作） 、御しん （斟酌 たいめん 対面） 、御たくせん（託宣） 、御たち（出立する） 、御ちん（沈む） 、御ちやう（聴聞する） 、御とふらひ（弔い） 、御とふらい（訪い） 、御とまり（止まり） 、御とりみたし（取り乱 ） 、御ひきなをし 引き直す） 、
 御ひろう（披露する） 、御ふみ（踏み） 、御ふるまゐ






























氏物語） 、御うた（歌） 、御ゑい（詠） 、おもに（猿楽） 、あふあみ（謡） 、かめたゆう（猿楽） 、御かんきん（観経） 、御くわんしゆ（巻数） 、御くわんらく（歓楽） 、かなみつ 謡） 、きよい御てうつ（清手水） 、きくの御さか月 重陽 御きやう 経 御きやうけん（狂言） 、御きよく（曲） 、きんよう（金葉集） 、御句かす（句数） 、けんし（源氏物語） 、御こ し （庚申） 、御さひらき（座開き） 、しほせ（猿楽） 、御しゆうく（秀句） 、御十ねん 十念） 、御神く（神供） 、御神事（神事） 、御せかきの物 施餓鬼） 、御さうし（草子） 、たゆふ（猿楽） 、御たゐ（題） 、御つきうた（継ぎ歌） 、つけ物 楽 てならひ 源 たうさ 当座 ちやくたう（到着の歌 御ちよくたゐ 勅題 ときとり（時取り） 、御ときやう（読経 御とくきん（独吟 とく日 徳日） 、なかにし 読経） 、なら松 曲舞 なんたい 和歌題） 、廿五ねん（二五念忌） 、御ねんき 年忌 ねん仏 念仏 八け（八卦） 、御ひつし（未） 百しゆ（百人一首） 、百万反（念仏） 、御へ か（返歌） 、御ほうらく（法楽） 、御ほつく 発句まつ一たゆふ（曲舞 もり山 猿楽） 、御厄 厄 一らう（謡） 、りんし（臨時の神楽） 、御れんか（連歌） 、御れんく 連





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































解の「女房詞の発生は、食物の異名からである」の証となる。　「御いた」は、 「塩」と「蒲鉾」の両方の意味がある。 「塩」のルーツは、小林氏は「お悼み」の略称であるという。古来より、塩は不吉を追い払うとされる風習があり、その意識から生まれたのではないか。　忌詞を回避する目的で生み出された「ありのみ（梨） 」 「うちま































2％）─御あこめ（袙 、御うら 服の裏） 、



































































































































































































































































































































































































































































































































































































4％）─一ほん 品【数詞】 ） 、くりけ





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7％）─御くつ（靴） 、御こかね 黄金） 、な
かもし（長橋） 、御ふて（筆） 、
 御らつそく（蝋燭） 、御かたなめ




















（作事） 、御させん（左善） 、御心くわん（心願） 、御そうたう（贈






































































































































































































































































































































































































































































































































せみ（源氏物語） 、御うたい（謡） 、かけろふ（源氏物語 こてうのまき しやうし（上巳） 、そかう（楽 たま
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7％）─御かいな（腕） 、御 ほ 顔





































うくわ（僧） 、御こうけん（後見） 、御こきこ（胡鬼の子 こけ

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































て、 「もじことば」には、 「くもし（栗・首級） 」など、多くの同音異義語があった。 「異名」は、 「食」や「道具」など、多くの分野に亘り、 、六つ 法則を主として 成り立っているということを紹介した。接頭語「御」は、女房詞において、どのような役割を持つのか。結果 当時は、 「敬意」が多く含まれ、現代は、 「好意」が多く含まれる造語法であった。　『御湯殿上日記』からは、当時の女性の認識や、生活が深く関わって女房詞 作られていた。特に、 「月経」に関 の認識は当時と現代とではかなり差があ と思われる。 「月経 は、 「異名」を付けて遠ざけるほど、忌み嫌われる現象であり、 月経を迎えた女性は、肩身の狭い思い 女房詞に反映していた。 性の位置と深く関わった女房詞であった。　前期（文明時代─長享時代） ・中期（明應時代─慶長時代） ・後
期（元和時代─貞享時代）と 時代を分けて分析す 以下の傾向が伺えた。前期では、 「食」を表す異名が 他例よりも圧倒して多かった。女房詞の発生の一つ 「食 であるように思われる。長享時代から、採録出来る言葉の数の差が無く ってきたのは、長享時代を境に、女房詞が、徐々に他の分野に亘って
り広がりを見せたのではないかと思われる。　
中期では、多くの分野に亘って、広がりを見せ、最も時代の特
















































































































杉本氏は、 「月夜」とする理由は、 「月」が女性の「月経」を連想させるためであると、 『江戸 ことば─あそばせとアリンスと─』 （杉本つとむ著
　
創拓社
　
一九八五年一〇月一五日）にて述べている。
 
（きたざわ
　
あやな
　
二〇一三年日文卒）

